中級日本語学習者に対する段階的文章指導法  ―論理に着目した談話構成指導とは― by 板屋 登子 & Toko Itaya
 

































1 2017 年度前期に筆者が履修した「日本語教育実習」で中級日本語学習者が書いた文章。 
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  ① 文レベルを中心とした指導 
  ② 大まかな構成のみを示す指導 
③ 英語のパラグラフ・ライティングに頼った指導 
ここから、上記の課題点を 1 つずつ検討していく。 
 
①文レベルを中心とした指導 
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  書きましょう 
   1. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。そのため、外食する人が増えている。 
   2. 高い車やマンションを買う人が少なくなっている。それは＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿からだ。 
   3. 漢字が難しいのは、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ためだ。 












さらに、上記の練習問題の後には、教科書が示す 6 つの質問に答えて、それをもとに 3 段落の文章
を書かせるという問題がある。これら 6 つの質問とは、 
  1. 国の大学はどこですか。 
  2. どうしてその大学を選びましたか。 
  3. 大学に入ってから、生活はどう変わりましたか。 
  4. 大学にいる間にどんなことをしましたか。 
  5. 卒業して、日本へ来るまで何をしていましたか。 
6. どうして日本へ来ることにしましたか。   
（アカデミック・ジャパニーズ研究会編 2015:42） 
である。教科書には、質問 1 と 2 の答えが第 1 段落に、質問 3 と 4 の答えが第 2 段落に、そして質問































  〈序論〉 
   日本では子供の数が減少しているという 
   どのような状況か？ なぜか？ どうすればよいか？ 
 
  〈本論〉 
   第 1 段落（現状） 
   第 2 段落（少子化の原因） 
   第 3 段落（意識調査について） 
  〈結論〉 
あなたの意見                         （佐々木ほか 2006:51） 
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Clear writing leads to clear thinking; clear thinking is the basis of clear writing. Perhaps more than 
any other form of communication, writing holds us responsible for our words and ultimately makes 
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分類している。 
第 1 グループ：付加・選択・換言・例示 
第 2 グループ：対比・転換・補足 







































数は 150 字から 200 字と非常に短い。しかし、この短い文章モデルの中に完結した談話構成があり、
これを日本語学習者が習得することをねらいとしている。さらに、文章モデルの各文には、文の命題
内容を示す「事実」や「意見」、また文の機能を示す「問題提起」や「説明」などのラベリングをほど




1. 日本の自転車保有台数は世界第 3 位の 7200 万台という。               （事実） 
2. 利用者増はうれしいが、走行ルールやマナーに問題がある。     （問題提起） 
3. 例えば、信号無視をしたり、傘をさして運転したりする人がいる。   （例示１） 
4. また、夜間に無灯火で走る人も見かける。              （例示２） 
5. 行政には走行ルールやマナー遵守の啓発活動の充実をお願いしたい。   （意見） 
  
 
3 『東京新聞』2018.11.7 朝刊 投書欄「自転車ルール マナー守って」を参考に作成。 
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の説明が続く。続いて、2 文目で「…に問題がある」と問題提起をした後、3 文目と 4 文目で具体例の
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書き換え例 ① ―同じ談話構成で― 







書き換え例 ② ―同じ談話構成で― 
1. 女性の社会進出が進んでいるという。 
2. 昔より男女差別はなくなってきたと思うが、本当に意識が変わっているのか疑問だ。 




















4 AFPBB News「バリ島で『ごみ緊急事態』観光客に人気のビーチも」を参照。 
  http://www.afpbb.com/articles/-/3157014?pid=19665117&page=1（2018 年 9 月 1 日閲覧） 
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《⑤逆接》5 
1. 高校野球だけが青春ではない。                    （意見） 
2. そば打ちに情熱を燃やす高校生もいる。                （予告） 
3. 長野県にある高校の「そば部」がこの夏、 
全国高校生そば打ち大会に挑んだ。                （情報提供） 
4. 目標だった上位３位までの入賞は逃したものの、 
地域に伝わる「一本棒丸延し」をアピール。                           （解説） 
5. 「地域のそば文化の継承を」と、地元のそば職人たちも 
大会に向けて胸を貸してきた。                                  （補足情報） 
 
論理構造の図式化                           図２ 
 
 





5 『朝日新聞』2015.9.19 朝刊「教育 2015 そば打ちに青春かけて」を参考に作成。 
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以下の 2 つは、逆接の文章モデルをもとに同じ談話構成で書き換えた文章例である。 
 







書き換え例 ② ―同じ談話構成で― 
1. 子育てだけが人間の「成長の証」ではない。 
2. 同性パートナーと共に生きるという人生もある。 
3. 杉田水脈議員による LGBT の「生産性」を疑う声が問題視された。 
4. 謝罪はしたものの、発言の撤回は行わなかった。 
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